
  

  

 

 

 

明けましておめでとうございます。本年も東大野球

部をどうぞよろしくお願いいたします。 

 年が明けてから早くも 1 週間が過ぎました。弊部の

冬季オフ期間も残りわずかとなり、13 日(土)からは毎

年恒例の根津神社への参拝をもって本年の練習を開

始いたします。新たな年の幕開けにふさわしく部員一

同気を引き締めて練習に励んでまいります。 

 今後とも温かいご声援のほどよろしくお願いいた

します。 

 

  

  

今回の特集は、「新年の抱負」です。主将・副将より、

2018 年の意気込みや決意を含め新年のご挨拶をさせ

ていただきます。 

 

宇佐美 舜也（新 4年・主将・外野手・桐朋） 

 明けましておめでとうございます。旧年中はたくさ

んの応援ありがとうございました。本年もよろしくお

願い申し上げます。 

今年は勝ち点 2を目標に掲げました。決して容易く

取れるものではありませんが、昨年成し遂げられなか

った最下位脱出を達成するべく、チーム「一丸」を合

言葉に、主将として牽引していく所存です。また、個

人としてもラストイヤーとなりました。一日一日を大

切に、怪我のない一年を送りたいと思います。 

 

 

有坂 望（新 4年・副将・投手・城北） 

 新年明けましておめでとうございます。新チームが

始動し 2ヶ月ほどが経ちましたが、最下位脱出を目標

に、日々練習に打ち込んでいます。個人としても春の

リーグ戦で活躍できるよう頑張りたいと思います。本

年も温かいご声援よろしくお願いいたします。 

 

 

三鍋 秀悟（新 4年・副将・捕手・川和） 

 新年明けましておめでとうございます。昨年は 15年

ぶりに勝ち点を取るなどチームとして飛躍の年とな

りましたが、一方で最下位脱出という目標は達成する

ことができませんでした。個人としてもリーグ戦を経

験することで課題がたくさん出た一年だったと思い

ます。 

 今年は互いに刺激しあい競争力と団結力のあるチ

ごあいさつ 
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ームをつくっていくとともに、個人としてもしっかり

結果を残し、最下位脱出を達成したいと思います。今

年も応援よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

毎年恒例のお年球企画を今年も行います！ 

今回も昨年までと同様に、クロスワードパズルをご

用意いたしました。こちらにお答えいただき、正解し

た方の中から抽選で5名様にご希望の選手のサインボ

ールをプレゼントいたします！ 

<応募方法> 

次のクイズの答え・お名前・ご住所・サインを希望す

る選手を明記の上、弊部 (office@tokyo-bbc.net)まで

メールをお送りください。〆切は 1 月 18 日(木)とさ

せていただきます。なお、当選者の方にはメールでお

知らせいたします。 

 

 

 

クロスワードパズルの黄色のマスに入る文字を並べ

替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

※マスに入れる際には促音、拗音も含め全て大文字   

 で入れてください。 

 (例：ショック→シヨツク) 

 

【縦のカギ】 

1  都会の低地の町で、店や小工場などが集まってい

る区域。 

2  ○○○○満塁ホームランで劇的な幕切れ。 

3  17 世紀に作られた、シェイクスピアの悲劇。 

4  古語で、禁止の語を伴い、「決して」の意味となる。 

5  人・動物の胴のくびれた部分。 

6  春○秋冬。 

7  田中将大投手の所属球団はニューヨーク・○○○

○○ 

 

【横のカギ】 

1  アジア北部の大部分を占めるロシアの地域。 

8  巨大ヘビの一種。○○○○ダ。 

9  野球殿堂入りを果たした、「打者」、「四球」などの

表記を提案した俳人・歌人。 

10 「あのピッチャーは今日◯◯◯○が良さそうだ。」 

11 「ものすごい量の練習を○○○。」 

12 エビ○◯○。ファール○○○。共通して入る言葉

は？ 
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お年球企画！ 

クイズ 

東大野球部員のうち、 

ある 2人の出身高校は？ 

 
「○○○○○高校」 

 



 

今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次回は「◯◯に挑む！」と題し、野球以外の分野

で挑戦したいことについて語ってもらいます。どう

ぞお楽しみに！ 

お年球企画も奮ってご応募ください！皆様のご応

募お待ちしております。 

今後とも東大野球部をよろしくお願いいたしま

す。 
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